
J
C
保
険
部
会
（
松
本

一
成
部
会
長
）
は
今
年
31

年
目
を
迎
え
た
。
今
年
度

の
方
針
と
し
て
、
西
日
本

例
会
や
東

京
例
会
な

ど
通
常
の

事
業
活
動

に
加
え
、

海
外
研
修

事
業
「
ハ

ワ
イ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」

を
実
施
す

る
予
定
だ
。
こ
れ
は
、
米

国
の
保
険
業
界
の
現
状
を

視
察
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
代
理
店
経
営
の
進
む
べ

き
道
を
探
る
の
が
狙
い
。

同
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
9
月
に

行
わ
れ
る
。

J
C
保
険
部
会
は
今
年

度
、
「
原
点
回
帰
と
環
境

適
応
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
激
変
す
る
業
界
の
中

で
ぶ
れ
な
い
軸
を
持
っ
て

経
営
に
当
た
る
こ
と
を
テ

ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
昨
今
の

金
融
危
機
に
よ
る
経
済
情

勢
の
悪
化
に
加
え
、
保
険

会
社
の
合
併
や
代
理
店
手

数
料
の
基
準
変
更
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
を
通

し
た
事
務
処
理
の
煩
雑
化

に
よ
る
業
務
量
の
増
加
な

ど
に
よ
っ
て
、
閉
塞
（
へ

い
そ
く
）
感
が
漂
う
保
険

業
界
に
元
気
を
与
え
た
い

と
の
思
い
が
あ
る
。

J
C
保
険
部
会
に
は
現

在
、
現
役
、
O
B
を
含
め

て
約
2
0
0
人
が
参
画

し
、
通
常
総
会
や
西
日
本

例
会
、
東
京
例
会
な
ど
で

研
さ
ん
に
努
め
て
い
る
。

特
に
今
年
度
は
、
9
月

日
か
ら

日
に
か
け
て

15

18

「
ハ
ワ
イ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

に
よ
る
海
外
研
修
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
ハ
ワ
イ
で
事
業
を

行
っ
て
い
る
保
険
会
社
や

乗
合
・
専
属
代
理
店
な
ど

特
長
あ
る
企
業
を
訪
問

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

方
向
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
詳
細
は

決
定
し
て
い
な
い
が
、
松

本
部
会
長
は
「
米
国
の
保

険
会
社
の
役
割
、
代
理
店

の
役
割
は
日
本
と
全
く
違

う
。
そ
の
た
め
、
米
国
の

現
状
を
見
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
進
む
べ
き
道

を
学
ぶ
の
が
目
的
だ
。
時

代
と
共
に
代
理
店
の
存
在

意
義
も
変
わ
っ
て
い
く

が
、
わ
れ
わ
れ
の
あ
る
べ

き
姿
を
再
度
考
え
る
機
会

に
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
示
す
。

日
本
国
内
の
活
動
で
は

7
月
に
横
浜
で
サ
マ
ー
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
秋
に
は

金
融
庁
例
会
で
勉
強
会
を

行
う
予
定
だ
。

J
C
保
険
部
会
の
活
動

に
関
し
て
松
本
部
会
長
は

「
多
く
の
代
理
店
経
営
者

に
接
す
る
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
勉
強
が
で
き
、
貴

重
な
話
を
聞
く
こ
と
も
で

き
る
。
自
分
自
身
の
勉
強

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
る
」
と
メ

リ
ッ
ト
を
挙
げ
る
。

会
員
増
強
が
今
後
の
課

題
と
な
る
が
、
松
本
氏
は

「
業
界
を
よ
く
し
よ
う
と

い
う
仲
間
が
集
ま
り
、
業

界
の
た
め
に
動
い
て
い
る

人
間
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
し
て
、
内

外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
だ
。

9
月
に
ハ
ワ
イ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
計
画
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米
国
を
参
考
に
代
理
店
の
あ
る
べ
き
姿
を
探
る
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